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義校と平安義会） 」 、 （二） 「本会育英事業ニ関スル概略」 、 （三） 「成績（奨学事業の実績） 」 、 （四） 「御真影御下賜ノ御沙汰書」 、 （五） 「平安義会組織承認」 、 （六） 「官家士族恩賜金管理ノ件ニツキ平安義会設立ニ伴ヒ三條家ヨリ引継方願出ノ書類 （七） 「官家士族恩賜金ニ関スル事務引継ノ件ヲ広告スル書類」 、 （八） 「恩賜金継続願 」 、 （九） 「御祝典ニ付伺書」 、
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（十） 「皇太子殿下御成婚奉祝ニツキ花瓶献納ノ件」 、 （十一） 「大正天皇御真影御下賜願」 、 （十二） 「今上両陛下御真影御下賜願」 、 （十三） 「京都行幸御駐輦ニ際シ相当ノ御褒賞懇願ノ件
　










漸次会則ヲ改善シ、其業務ヲ保持シテ現今ニ至レルモノナリ」 「現下法人組織ニ変更スルヤ否ハ、其利害得失今尚ホ調査中ナリ」とあることから、明治三十年（一八九七）一月以降、平安義会が社団法人 して承認される 四 二年（一 〇九）六月までの期間に、平安義会が法人組織化を目指すなかで作成され ものと推定される。平安義校と平安義会が異名同体の組織であり、平安義校が所有した土地建物等の権利が、平安義会に属することを主張する内容 。なお、表題には「記」としか書かれていないが、便宜上その により「記（平安義校と平安義会） 」という史料名を付けた。　（二）の「本会育英事業ニ関スル概略」は、 「壱
　
沿革ノ概略」の三




綴られた書類である。本文冒頭に「本平安義会ハ明治十二年七月金参万円御下賜ヨリ起リ（中略） 、 爾来大正七年ニ至ル迄」とあることから、大正七年（一九一八）時点での平安義会 おける奨学事業の実績について、調査結果をまとめたものと考えられる。なお、表題には「成績」としか書かれていないが、便宜上その内容により「成績（実績） 」という史料名を付けた。　（四）の「御真影御下賜ノ御沙汰書」は、 「弐
　
明治十三年御真影御
















れた唯一の書類で、官家士族に下賜され いた恩賜金、およびその管理事務の引き継ぎが完了したことを、京都在住の旧官家士族に報告するため、 （六） 二通の書類 写しとともに、明治二十六 十一日付で作成された書類である。この書類には、恩賜金の旧管理人である伊丹重賢・尾崎三良・桜井能監と、平安議会会長伊丹重賢、同会幹事畑道名、恩賜金の旧取扱人である冨田藤太が署名・捺印し いる。　（八）の「恩賜金継続願ノ件」は、 「六
　
恩賜金継続願ノ件」に綴ら




画幅献納伺書」に綴られた唯一の書類で、明治二十七年（一八九四）に挙行された明治天皇の大婚二十五年御祝典に際し、平安義会からの画幅献納の可否について、同年二月 七日に、平安議会会長伊丹重賢が、宮内大臣土方久元に宛 た伺書である。　（十）の「皇太子殿下御成婚奉祝ニツキ花瓶献納ノ件」は、 「八
　
皇
太子殿下御成婚奉祝ニツキ花瓶献納ノ件」に綴られた書類で、明治三十三年（一九〇〇）五月の皇太子（後の大正天皇）御成婚に際し、平安義会が献納した花瓶 ついての説 きである。なお、 「八
　
皇太
子殿下御成婚奉祝ニツキ ノ件」 は、こ 花瓶の図も収められているが、本稿ではその掲載を省略した。　（十一）の「大正天皇御真影御下賜願」は、 「
　
大正天皇御真影御












































ニ依リ、之ヲ処理セシモノニ係ル、然レドモ当時未タ団体ナルモノアラズ、明治廿六年ニ至リ官家士族ノ団体ヲ組織シ、同年七月宮内大臣ヘ上伸シ、御聞置トナレリ、本会 目的ハ、前項ニ答申シタル如ク、同族子弟ノ教育ニ在ルヲ以テ、学資給与ノ業ヲナシ、傍ラ子弟ノ素行ヲ監察スル 務ヲナス、之ニ依テ年々恩賜金モ其儘下シ置カレタルモ 明治三十年一月 至リ
　
帝室御資産ノ内ヨ


































本平安義会ハ明治十二年七月金参万円御下賜ヨリ起リ、次テ同三十年十一月金四万円御下賜相成、爾来大正七年ニ至ル迄、教育資金ヲ会員子弟ニ支給スル側ラ、其果実ヲ蓄積シタル其金額拾五万五百四拾九円余、即チ合計金弐拾弐万五百四拾九円余ノ原資金ヲ得タリ、又会員子弟教育ノ為メ支出シタル金額ハ、既ニ拾弐万六百七拾五円余ニシテ、其成績トシテハ別紙ノ通リ、帝国大学以下高等小学ニ至ル其人員弐千人ノ卒業者ヲ得タリ、然ルニ世ノ発展ニ伴ヒ学校ノ数ヲ増シ、同時ニ其就学者ヲモ増シ、加フルニ授業科ハ増額トナリ、本年 如キ其ノ授業料ノ全額ヲ補給スルコトヲ得ス、其額ニ応シ幾分ノ減額ヲ以テ支給スルニ拘ハラス、尚其ノ総額金壱万弐百 余ヲ要 、其 人員四百名以上トナリシ、尚会員ノ ハ追々就学 ルモノ年ニ月ニ増加スル勢ヲ示セリ、此ノ趨勢ヲ以テ進マンニハ、近キ将来 於テ自然会員子弟ハ、其ノ学資ノ小部分ノ補給 受クル 止マ 遂ニ本会奨学規則ノ旨趣ヲ貫徹スルコト能ハザルハ必然ニシテ 役員及会員一同苦





























































































































































































































































































































































































































































































































































































に関する知見を整理することで、結びとしたい。　（一）の「記（平安義校と平安義会） 」であるが、 「一」では平安義会設立の経緯について、明治十二年（一八七九）の三万円の恩貸金と産業誘導社 開設から、明治十六年（一八八三）の平安義校の設立と土地建物（旧二条邸）の拝借および新たな恩賜金（年二千四百円） 下賜、明治二十三年（一八九〇）の建物（旧二条邸）の下賜、明治
二十六年（一八九三）の平安義会結成の決議と平安義校の廃止までを概観している。 「二」では 校の設立が宮内卿（徳大寺実則）および三条実美・岩倉具視の内命 あったことに触れた上で、明治二十六年に平安義会が組織されたことに伴い、その承認について同年七月に宮内大臣へ上申し、 聞き置かれたとある。また、 明治三十年 （一八九七）に一時金（四万円）が下賜され、毎年の恩賜金が停止されたことも記されている。　
さらに、 「三」では平安義校で使用してきた土地建物（旧二条邸）が、
子弟への訓示や会員による会議の場、あ いは、下賜された御真影を大祭日に拝礼する場として、 の奨学事業を執行する上でも必要不可欠であることを強調する。そして、 「四」で 平安義会と平安義校は異名であるものの、旧官家士族の団体と ての目的は同一であことを主張し、平安義校 土地建物（旧二条邸 に関す 権利が、平安義会に属することを明言している。　
これらの内容から、 （一）の「記（平安義校と平安義会） 」は、旧稿
ですでに紹介・考察した「平安義会沿革概略」と同様に、平安義会を法人組織化するに際して作成された書類で 二条邸の土地建物等権利が平安義会 属することを証明す ため、平安義校 平安義会の連続性を説明したものと考えられ 。　（二）の「本会育英事業ニ関スル概略」からは、明治四十四年
（一九一一）時点における平安義会の奨学事業の概要について、中等教育以下の学生には、男女とも 授業料の全額を支給し、専門学校以上の学生には、その学校の程度に応じて一人年間五十円 いは百円
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以内を貸与していたこと、当初は官公立学校と特定の私立学校を対象としていたものの、次第に指定する学校の範囲を拡大していったことなどが確認できる。　（三）の「成績（奨学事業の実績） 」によると、 大正七年（一九一八）時点における平安義会の総資産は、明治十二年の下賜金（恩貸金）三万円と明治三十年の下賜金（一時金）四万円に、これらの運用利益十五万五百四十九円を加えた二十二万五百四十九 とある。また、大正七年までに平安義会の奨学事業 恩恵により卒業した者は二千三人で、総支給額は十二万六百七十五円、同年時点で奨学事業の恩恵を受けている在学生は四百七人で、年間支給額は一万二百円であるといい、これらの内訳が詳細に示されている。　さらに、大正七年頃になると、進学者の増加と授業料の増額により、

























住の鳥居川憲昭・服部保親が東京の尾崎三良を訪ね、平安義会に関する要望を伝えている。尾崎は明日から京都に赴くので、その際に詳しく話を聞くとし（ⅰ） 、五月二十五日に京都在住の平安義会総代議員たちと懇談の場 持ったのである。そこで総代議員たちからは 尾崎か伊丹重賢を平安義会会長に推薦したいこと、平安義会を官家士族の団体として公認してほしいことなどが要望された。これに対して尾崎は、宮内省に公認してもらうべき の見解と、会長を固辞する姿勢を示している（ⅱ） 。そして、尾崎は帰京後の六月二十四 に、宮内省による平安義会の公認につい 伊丹や桜井能監 協議しており（ⅲ） 、（五）の「平安義会組織承認」に記された、七月十日の服部保親等による宮内大臣への願い出が、尾崎等の助言に基づくも ったが確認できる。　（六）の「官家士族恩賜金管理ノ件ニツキ平安義会設立ニ伴ヒ三條家ヨリ引継方願出ノ書類」 、 （七）の「官家士族恩賜金ニ関スル事務引継ノ件ヲ広告スル書類」 、 （八）の「恩賜金継続願ノ件」からは、明治十六年（一八八三）の平安義校設立により、十ヶ年間を限り年二千四百円の恩賜金 下賜されていたが 明治二十六年（一八九三）に年限を迎えるため、恩賜金を管理してきた伊丹重賢・尾崎三良・桜井能監が、恩賜金の継続を願い出ていたこと、そ 際に恩賜金管理の辞退を申し入れていたこと、この間に京都在住の官家士族が平安義会
を組織し宮内省の認可を得たこと、同会会長に伊丹が就任したこと、以上 受けて恩賜金 管理事務を同会に引き継ぎたいと、同年九月八日に、宮内大臣土方久元に願い出て承認されたことが、まず判明する。　
また、同年九月十一日には、恩賜金の管理事務を平安義会に引き継
ぐ旨を、伊丹・尾崎・桜井が書面で平安義会に通知している。この通知では、これまで恩賜金による基金が三条邸で保管され、三条家家令の冨田藤太がその実務を担当し いたので、冨田より基金を受け取べきこと、平安義校については同校幹事の中川武俊より指図を受けるべきことが、追記されている。そして、同年九月九日に、平安義 会長の伊丹と同会幹事の畑道名の立ち会いのもと、三条邸におい 冨田より平安義会への基金の引き継ぎが完了しており、これら基金の内訳が、同年九月十一日付で、京都在住官家士族に向けて報告されたのである。　
同年九月十三日には、恩賜金がさらに十ヶ年間継続されることが通





















































　（Ⅰ） （Ⅱ）の記事によると、明治二十六年に年限を迎える恩賜金の継続について、伊丹重賢・尾崎三良が有栖川宮に働きかけるなど、すでに同年三月にはその対応が始められていたことが分かる。有栖川宮の助言 より、同年四月四日に恩賜金継続願 宮内大臣土方久元に提出されているが（Ⅲ） 、 『尾崎三良自叙略伝』には、明治二十六年三月付で、伊丹・尾崎・桜井能監が、宮内大臣土方に宛てて、年二千四百円の恩賜金の十ヶ年 を求める「恩賜金継続願書」が掲載されている。　（Ⅳ） （Ⅴ）の記事からは、同年五月に修正した恩賜金継続願があらためて準備されるとともに、伊丹・尾崎・桜井が宮内大臣に対して、恩賜金の管理等を京都府知事千田貞暁に委譲したいと願い出ていたことが確認できる。なお、 千田は後にこれを固辞している （Ⅵ） 。 （Ⅶ） （Ⅷ）の記事では、同年七月に伊丹が平安義会会長に推薦され 尾崎がこれを後押しした様子がうかがえる。このよう 以上の『尾崎三良日記』の記事からは、 （六）の「官家士族 管理ノ件ニツキ平安義会設立ニ伴ヒ三條家ヨリ引継方願出ノ書類」の記述内容より詳しい情報を得ることができる。　同年九月十日・十一日には、尾崎と桜井の間で官家士族恩賜金管理
引継書がやり取りされ、書類への捺印 なされて り（Ⅸ） （Ⅹ） 、 （六）の「官家士族恩賜金管理ノ件ニツキ平安義会設立ニ伴ヒ三條家ヨリ引継方願出ノ書類」の一通目の書類が、これに相当すると考えられる。また、同年十月九日には、尾崎が三条公邸を訪れ、平安義会会長伊丹、
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同会幹事畑道名、三条家家令冨田藤太の立ち合いのもと、平安義校基金が平安義会に引き渡され（Ⅺ） 、同年十月十二日には、 （七）の「官家士族恩賜金ニ関スル事務引継ノ件ヲ広告スル書類」に尾崎が捺印の上、同書類を冨田・伊丹へ回送している（Ⅻ） 。なお、基金の引き継ぎ完了について、京都在住の官家士族に報告した（七）の「官家士族恩賜金ニ関スル事務引継ノ件ヲ広告スル書類」では 九 一付となっているが、 （Ⅺ）の記事により、基金の引き継ぎが実際に完了したのは、同年十月九日であったことが判明する。　（九）の「御祝典ニ付伺書」 、 （十）の「皇太子殿下御成婚奉祝ニツキ花瓶献納ノ件」からは、明治二十七年（一八九四）に挙行された明治天皇の大婚二十五年御祝典や、 明治三十三年（一九〇〇）の皇太子（後の大正天皇）御成婚といった皇室の祝祭に際し、平安義会が画幅や花瓶を献納しようとしていたことが分か 。　（四）の「御真影御下賜ノ御沙汰書」 、 （十一）の「大正天皇御真影御下賜願」 、 （十二）の「今上両陛下御真影御下賜願」 、 および（一 「記










在住官家士族 主導で組織されたという平安義会が、明治二十六年（一八九三）七月に伊丹重賢を会長とするとともに、 宮内省に公認され、同年九月に伊丹・尾崎三良・桜井能監より同会へ基金の引き継ぎと、年千二百円の恩賜金の継続、同年十月 平安義校廃止の決定と 恩賜金の平安義会へ 支給継続がなされた経緯の詳細が、特に鮮明になったものと考える。平安義会が官家士族子弟への奨学金事業を展開すに当 って、明治二十六年における同会の一連の動向は、その基礎を固めるうえできわめて重要であったといえよう。　
また、これまで平安義校の設立については、年二千四百円の下賜が
決まった明治十六年（一八八三）十 から翌年のはじめにかけて、同校廃止の決定について 、明治二十六年以降としか分からず、いずれも時期が特定されていなか た。本稿で紹介した（一） 「記（平安義校と平安義会） 」 「平安義校ハ明治 十月ノ設立」 明治廿六年十月我旧官家士族団体結会ノ決議ニヨリ 校ヲ廃スル」 、 （八）の「恩賜金継続願ノ件」には「平安義校之儀ハ明治十六年十一 設立以来と書かれており、これらの記述に従えば、平安義校の設立時期は明治
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十六年十月または十一月、同校の廃止が決定された時期は明治二十六年十月ということになる。あらたに得られた情報として、ひとまずここに記しておく。注（１） すでに、 「 「平安義会沿革概略」 の翻刻と官家士族の先行研究― 『平
安義会資料』 『旧桜橘財団関係資料』の紹介（一）―」 （ 『駒沢女子大学研究紀要』二四、 二〇一七年） 、 「 「由緒沿革誌
 其ノ四」の翻刻
と平安義校―『平安義会資料』 『旧桜橘財団関係資料』の紹介（二）―」 （ 『駒沢女子大学研究紀要』二五、 二〇一八年）を発表している。あわせて参照されたい。
（２）平安義会に関する先行研究には、小林丈広『明治維新と京都―
公家社会の解体―』 （臨川書店、一九九八年） 、山下奈津美 平安義会のあゆみ―二條家と同志社をつなぐもの―」 （ 『同志社大学歴史資料館館報』一一、 二〇〇八年）がある。
（３） 「壱
　
沿革ノ概略」は、 「平安義会沿革概略」 「記」 「本会育英事業ニ
関スル概略」 「成績」という、異なる時期に作成された四つの書類で構成されている。このうち一番目に綴られた「平安義会沿革概略」のみ、注（１）拙稿（二〇一七）においてすでに翻刻・紹介している。
（４）伊丹重賢・尾崎三良・桜井能監は、いずれも明治維新の後、新
政府に出仕していた東京在住の官家士族で、官家士族に下賜された恩賜金の管理等を任されていた。
（５）伊藤隆・尾崎春盛編『尾崎三良日記
　
下巻』 （中央公論社、
一九九二年） 。
（６） 『尾崎三良自叙略伝
　
上巻』 （中央公論社、一九七六年） 。
